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TOM”S

75-85 85-92

78.4N m 800kgf cm

78.4N m 800kgf cm

165/70R-14 0=05“+45~ 4=507 457 11=10~ 2+2mm
175/65R-15 0=157x45~ 500745~ 11=25% 1+2mm
195/50R-16 0=157 45~ 5057 +45% 11=307 2+2mm
90105-15002 13.9 +157
90105-15003 13.3 +30“
90105-15004 12.4 +45%

1=00“ 30~ 4=+3mm
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http://www.tomsracing.co.jp




	使用工具：フックスパナ75-85、85-92・・・各１（市販品）
	フロントの車高調整・・ダンパーボディのねじ込み深さにて調整
	車高調整　・・・ダンパーボディとスプリングシートの位置関係は変えないこと （次項参照）
	シリンダーのロック（参考トルク：78.4N･m（800kgf･cm））
	※ケース下部の突出 ： 最大２６ｍｍまで　・・・突出過大の場合、ドライブシャフトと干渉します
	リヤの車高調整・・・車両よりスプリングユニットを取外しのうえ、調整作業のこと
	スプリングシートのロック解除（ダブルナットの解除要領で）
	車高調整・・アジャスターボディとスプリングシートの位置関係にて調整
	スプリングシートのロック（参考トルク：78.4N･m（800kgf･cm））
	シート位置が調整目標どおりか再確認のうえ、車両組付けのこと・・※車両装着状態では車高調整不可※
	該当車種の整備解説書（トヨタ自動車㈱発行）に記載の手順に従い、ホイールアライメントおよびヨーレート＆Ｇセンサーの０点調整
	フロント参考データ
	タイヤサイズ
	キャンバー
	キャスター
	キングピン
	トーイン
	165/70R-14
	－0°05′±45′
	4°50′±45′
	11°10′
	2±2mm
	175/65R-15
	－0°15′±45′
	5°00′±45′
	11°25′
	1±2mm
	195/50R-16
	－0°15′±45′
	5°05′±45′
	11°30′
	2±2mm
	フロントキャンバー調整用、トヨタ純正アジャスティングボルト設定表
	トヨタ純正品番
	ボルト径
	調整量
	90105-15002
	13.9ｍｍ
	±15′
	90105-15003
	13.3ｍｍ
	±30′
	90105-15004
	12.4ｍｍ
	±45′
	リヤ参考データ
	キャンバー⇒－1°00′±30′　トーイン⇒4±3mm
	※リヤのホイールアライメントは調整不可の構造につき、調整必要時はアクスルビームＡｓｓｙを交換する※
	本製品は下図の寸法にて、組立・出荷してあります
	フロント用
	車高調整はダンパーボディ全体の上下調整で行って下さい。（前項の調整手順参照）
	下げ調整が不足の場合、5mmのシート下げ調整は可能ですが、推奨しておりません。
	上図の250mm部を245mmまで変更した場合、作動上の安全余裕が最少となります。
	リヤ用
	参考：調整部のネジピッチ＝２ｍｍ（フロント・リヤとも）
	（注意：リヤはスプリングシートの調整量と車高変化量は等しくありません）
	※ダンパー本体および車両サスペンション機能維持のため、上記の調整範囲厳守のこと※

